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あらまし：
中期インド・アリアン諸語（MiddleIndo-Aryan) 

で書かれた古文献，仏教（パーリ語）とジャイナ

教（アルダ・マガダ語）聖典の解析のための， 5

つの計算機リソースを開発した.(1）アルダ・マ

ガダ語又はパーリ語のローマ字化システム

(Pal i96フォント）構築.(2)Pal i96フォントに

よる電子化テキスト作成：ジャイナ教の重要な

5つのテキスト（Uttarajjhiiy孟， λyiiranga,

Siiyagaφ，Dasaveyiiliya, Isibhおiyiiirμ）及び仏教

の4聖典（Dhammapada,Theragiithii，百ierigiithii,

Suttanipiita）の収録.(3）聖典の韻律解析プログラ

ム：電子化テキストファイルが韻律解析の入力

として使用される.(4)4つの索ヲ｜（語棄の正順

索引・逆順索引とパーダの正順索引・逆順索引）

の作成プログラム.(5）聖典の文法解析プログラ

ム．本論文では，フォント・電子化テキスト・

解析ツール自体及び解析ツールを使用して得ら

れた索引について議論する．又，ウインドウズ

版特殊フォント用エディターについて述べる．

Summary: 

We investigated automatic analysis of the canon in 

Middle Indo-Aryan by Personal Computer. Middle 
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lndo-Aryan is represented by literatures in Pali and 

Pr誌rit(called Ardha-Miigadhi), that is, the early 

Buddhist and Jainist canons. We cons加 ctedthe fol-

lowing five computer tools: ( 1) making up the b訟rit

or Piili fount set (Pali96 fount) in Roman; (2) prepa-

ration of the important Jainist texts and Pali texts in 

Pali96 fount; (3) metre analysis program; (4) pro-

g沼田to compile four indexes, a word index，陀verse-

word index, piida-index and reverse-piida index; (5) 

grammatical analysis program. We discussed these 

computer tools, the calculated indexes obtained by 

using these tools, and editor tools for special fount 

Pali96 on Windows OS. 

キーワード：中期インドアリアン，アルダ・マ

ガダ語，ジャイナ教，パーリ語，初期仏教

Key words: Middle lndo-Aryan, Ardha-Miigadhi, 

Jaina, Piili, early Buddhism 

1 .はじめに

中期インド・アリアン諸語（MiddleIndo-
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図1.計算機リソースと研究組織

索引・逆順索引の作成プログラム．

V.聖典の文法解析プログラム．

各ツールはそれ自体でも大変有益であるし，有

機的にツールを使用することにより一層威力を

発揮する．例えば，韻律解析は lつの半詩偶を

2つのパーダへ分解することにも使うことがで

きる．又，索引作成プログラムを使用して得ら

れた語棄やパーダ索引により，テキストの

チェックをできる．この結果得られた正確なテ

キストを他の解析に使用して，より正確な結果

を得ることができる．このように，有機的で、相

互補完的な解析システムの構築は世界でも我々

のものが唯一のものと思われる．

本論文では，これらの解析ツールを使用し

て開発された計算機リソース（フォントシステ

ム・コンビュータブック・プレインテキスト・

逆順索引）及び新たに開発した特殊フォント用

エディターについて順に議論する（表1参照）．

表 1.我々のウェプサイトにアップロードさ
れたデータ． 表中の記号O，×は該当す
る計算機システムで使用可能なデータと使用
不可のものを示している．

テ’ータ
マッキン ウイン
トッシュ ドウズ

特殊フォントPali96と 。 。キーボード入力法

ジャイナ教の5冊の重典 。
のコンピュータブック × 

ジャイナ教の5冊の聖典 。 。のプレインテキスト

初期仏教聖典の語業の逆 。 。
順索引

特殊フォントPali96用筒
× 。易エディターEDISANと

その使用書

第一次基礎資料出版
4つ の 索ヲI（冨吾重量と梼 脚の正 周頁
と占並用頁費者ヲ｜〉

電子出版
テキス ト 索引ー 韻律解析

インターネットによる
データ公開

2.フォントシステム，Pali96

計算機解析に当たって，各刊行本をそのま

まコンビュータ処理することが出来れば，それ

が最良の方法である．しかし，デーヴァナーガ

リ一文字（党字，卒塔婆等に使われている文字）

で書かれたテキストを，自動的に読み込むコン

ビュータツールが存在しないために，現時点で

はこれはできない．デーヴァナーガリ一文字テ

キストからローマ字化テキストへの変換には膨

大なタイプ入力が要求され，多大な時間と経費

が要求される．この作業中に，予期できないタ

イプミス等がローマ字化テキストに忍び込み易

い．また，種々の索引を作成した場合，その構

成には膨大な時間を要する．以上のことから，

認識性の高い高品質の中期インド・アリアン諸

語の為のローマ字化フォントを作成できるかど

うかが，研究を遂行する上で重要な役割を果た

すことになる．さらに適切に構築されたフォ

ント体系はテキスト解析プログラムの作成を容

易にする．これらの特性を持つローマ字化フォ

ント（表2参照）を作成したが， 全て1バイト

コードに割り当てている．通常のローマ字フォ

ントに無い特殊文字（例えば‘m’等．表2参照）

は，すべて拡張アスキーコード上に定義されて

いる．

表2に，ウインドウズPCにおけるオント

Pa 1i96のキー操作法と共に，アスキーコードへ

の割り当てを示している．このフォント系は，

基本的にはマッキントッシュの場合と殆ど同一

の入力法を採用している．つまり，マッキン

トッシュの Optionkeyを，ウインドーズPCで

はAltkeyに置き換えているだけであり， Shift

keyの使い方は全く同じである．また，アスキー

コード割り当ては両方の計算機で同じにしてい

る．このことにより，基本的には，マッキント ッ

シュで作成したテキストは，ウインドーズPCで
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Aryan）で書かれた古文献は，仏教（パーリ語）と

ジャイナ教（アルダ・マガダ語）の聖典がその例

に挙げられるように，世界の文化の貴重な宝庫

であり，現代文明の重要な源流の一つである．

初期仏教・ジャイナ教は厳格なカースト制度の

バラモン教に対抗する形で同時期に発生したた

め，相互に関係を持ちながらその教理等を深化

させてきた．それゆえ，今日では初期仏教を研

究をする上でジャイナ教の研究は不可欠であ

り，その逆も真なりであると認識されている．

しかしながら，これらの諸聖典は難解な言語で

書かれていること，さらに質的・量的にも膨大

であることもあって，今後，厳密な研究成果が

待たれる分野である．

中期インド・アリアン諸語の文献の研究を

飛躍的に進展させるためには，韻律解析・文法

解析・語棄と構文論等の系統的な研究が不可欠

である．テキストの韻律解析は批判的校訂本作

成に不可欠であり，語葉の索引は翻訳に当たっ

ての手助けとなる．また，語嚢の逆順索引は文

法構造解析に必要で，パーダ（詩脚）の正順ま

たは逆順索引はテキストの正しい読みの確立と

並行詩脚を見いだすのに重要である．これらの

解析に当っては大量のデータ，つまり多くのテ

キストを処理する必要があるが，幸いにもこの

処理には現在のパーソナルコンビュータが適し

ている．このような状況下で7～8年前から，

ジャイナ教聖典の計算機解析についての研究を

開始し，その後，仏教聖典についても議論を展

開してきた．昨年はじめ，我々の研究概略と共

に，開発した計算機ツールの概要・データベー

ス等をインターネットのホームページに公開し

た（ URL:http: //www.sendai--ct.ac.jp I～ousaka/). 

近年，インド学・仏教学等において，イン

ターネットによる情報発信・情報公開・情報交

換が目覚ましい進展を遂げている．この分野で

の，著名なウェブサイトとして， WelcomeIn-

stitute ( Lodon ）のWujastyk( URL: http : // 

www.ucl.ac.uk／～ucgadkw/indology）による

”lndology -Internet Resources for lndological 

Scholarship，，等，多数存在する．これらのサイト

には，パーリ聖典等の多数の電子化テキストや

これらのテキストを読むために必要なフォント

等を含めて多種多様な’情報が含まれており，当

該分野の研究進展に寄与するものと期待され

る．

ところで，これらのウェブサイトを一見し

て気がつくことは，サンスクリット文献の研究

に関するサイト（データベース［ 1 ］）は非常

に多く見られるが，それに比べてパーリ語関係

のサイトはその数が少ないことである．さら

に，アルダ・マガダ語文献に至っては，殆どめ

ぼしいサイトがなく，我々のサイトの研究が際

だっている．これは，各研究に対する興味のレ

ベルを反映しているとも考えられるが，それ以

上に各言語の研究の難しさの程度を正確に反映

しているとも思われる．特に，日本では中期イ

ンド・アリアン諸語に関する専門家はほんのわ

ずかしかいないと言われている．その結果とし

て，サンスクリット語の知識だけでは，当該言

語に関する研究を正確に理解することができな

い，という認識さえなされていないのが実状で

ある．

このような状況下にあって，中期インド・

アリアン諸語に関する正確な知識を有する国内

外の研究者と情報科学の研究者との密接な共同

研究により，我々はデータベースを作成するこ

とに成功した．これらの知見に基づき得られた

最新のデータを元に構築された我々のデータ

ベースは，それだけでも希少価値があると判断

できょう．最近，海外の研究者から我々の開発

したツールを使用しての共同研究の申し込みが

あったが，これは開発したツールに対する評価

が高まっている現れともいえよう．

これまで，我々はジャイナ教と仏教聖典の

解析のための，下図のような 5つの計算機リ

ソースを開発した（図 l参照）．

I.アルダ・マガダ語又はパーリ語のローマ字

化システム構築（これをPali96フォントと

呼ぶ）．

I I.ローマ字化テキスト作成：ジャイナ教の重

要な 5つのテキスト（Uttaraijhiiy孟，Ayiiranga,

Suyaga9a, Dasaveyiiliya, Isibhiisiyiiirμ）及び仏

教の 4聖典（Dhammapada,Theragiith孟，

百ierigiithii,Suttanipiita）を Pali96フォントを

使；ってマッキントッシュに収S表した．
I I I.聖典の韻律解析プログラム：電子化テキ

ストファイルが韻律解析の入力として使用

される．

IV.語棄の正順索引・逆順索引とパーダの正順
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も同一コードで表現できることになる．実際， 3.コンビュータブックとプレインテ
ウインドウズPC用のジャイナ教プレインテキ

キスト
ストは，マッキントッシュ用テキストをウイン

ドウズPC用に変換して，作成している．

表2. ウインドウズPCにおけるパーリフォ
ントPali96のキー操作法とアスキーコード割
り当て． 記号＜A>,<S＞はそれぞれAltkey, 
Shift keyを示している．正規の文字は通常
通りにタイプできる。特殊文字はAlt

key, Shift keyと通常のキーを組み合わせる
ことにより入力できる．第3列と 6列の数字
はアスキーコードを表している．

a <A>+n 136 t <A>+t 160 

a <A>+a 140 !h <S>+<A>+y 231 

I <A>+<S＞＋、 147 d <A>+d 182 

I <A>+i,i 148 cih <A>+i, u 243 

u <A>+e,u 156 n <A>+n,n 150 

u <A>+u,u 159 th <A>+y 180 

m <A>+m 181 dh <A>+z 189 

kb <A>+k 251 ph <A>+p 185 

gh <A>+9 187 凶 <A>+b 186 

n <A>+g 169 I <A>+l 194 

ch <A>+c 141 I <A>+<S>+l 241 

jh <A>吋 198 s <A>+s 167 

n <A>+<S>+i 246 S くA>+x 197 

マッキントッシュとウインドウズPC用の

フォントは共にTrueTypeフォントの形式で作

成され，我々のウェブサイトから各自の計算機

にダウンロードすると，自動的に解凍される．

その後，各自の計算機に応じてインストールす

ればよい．

ジャイナ教の重要な 5つのテキスト

(Uttarajjhaya，λy尋問白ga,Siiyagaqa, Dasaveyfiliya, 

Isibhおiyairμ）及び仏教の4聖典（Dhammapada.

百1eraga由通， Theriga出品，Suttanipata）をPali96フォ

ントを使ってマッキントッシュに収録した．仏

教の4聖典の電子化テキストはパーリ文献協会

の前会長ノーマン氏より提供されたものであ

り，ノーマンフォントで作成されている．この

テキストを我々のフォントで書き換え，索引作

成に活用できるようにした．著作権に抵触する

ため，電子化テキストは残念ながら公表するこ

とができない．

一方，ジャイナ教の聖典には著作権に関す

る制限がないので，電子化テキストのみなら

ず，図2に示すように，韻律解析結果・詩脚の

正順索引と逆順索引・語葉の正順索引と逆順索

引・詩脚の索引作成プログラムを含めて，各聖

典ごとにコンビュータブックを作成した．言語

研究上必要な基礎資料がテキスト資料と共に，

I冊のコンビュータブ、ツクにまとめられている

ので，非常に有効な電子化ツールである．図2

の下半分に，コンビュータブ、ツクの操作パネル

を示している．このコンビュータブックもフォ

ントと同様，我々のウェブサイトから自由にダ

一一匹 DASAVEVALIVA -

( （》F話・11cr<1S

図 2. コンピュータプックの概要

I.TEXT 

2. METRE SCHEr.-IE 

ヨ METREANALYSIS 

~－ PADA INDE.."'C 

5. REVERSE PADA  INDE.."'C 

6. WORD  INDEX 

7. REVERSE WORD  INDEX This白n2er町田rksh。WSthat 

S. PROORAr.-1 FOR  PADA I＿：崎Pーミ 刊日 canjump曲 the佃，ppage 
（司、 J4 。fthis chapter, by a click 
、ー一一J here. 

G亙盃ー〉
Browser Page 

I .l .l 

「事＋1~~ t会jG和字白自由
T ’ T ’ T I T 
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ウンロードして使用できる．以下に各項目の特

性について簡単にふれる．

(1）電子化テキスト作成とプレインテキスト

提供：

ジャイナ教聖典に関しては次のようにテキスト

を作成した．最初，原典テキストからパソコン

入力をし，入力ミス等のチェックをした．その

後，韻律解析プログラムを使用して詩を分析

し，その結果に基づき詩脚に分割した．そして，

各テキストごとに詩脚索引を作成し，得られた

結果を言語学的に厳重にチェックした．その索

引を出版して，圏内はもとより国外の当該研究

者に配布した．その後，今度は詩の部分だけで

はなく散文の部分を含めて語棄の索引を作成

し，同様に配布した．この段階でも残存するテ

キストミスを修正している．最終的に， 5冊の

聖典群とこれまでの批判的校訂本を含めての詩

脚の総索引を作成し，出版公表した．この段階

でも残っていた若干のミスを修正した．このよ

うに，種々の言語学的知識を総合的に活用し

て，極力ミスのない電子化テキストを作成して

いる．幸い，我々の作成した電子化テキストに

ついてのエラーの指摘が今のところ一件もな

い．なお，初期仏教聖典のテキストも同じよう

な手順を踏んで作成している．結果として，正

確な電子化テキストを種々の解析に利用できる

ようになった．

このように作成された電子化テキストを，

コンピュータブック特有の書式に基づき収録し

ていると同時に，論文作成等の便宜のためにプ

レインな形でのテキストの提供をも行ってい

る．

(2）韻律解析：

中期インド・アリアン諸語の韻律解析のため

に，我々が採用している韻律規則・手法および

そのプログラミング法を，専門誌Literaryand 

Linguistic Computing (LLC，オックスフォード大

学出版）に投稿した二つの論文で詳しく議論し

ている（参考文献15と16参照）．最初の論文は，

中期インドアリアン諸語の文献研究の専門家で

はなく，サンスクリット語の研究者が審査に当

たったらしく，論文で議論している韻律解析は

何ら新しいものがなく，既にサンスクリット語

に関連して開発されているので，掲載の価値は

ないとの講評を受けた．その後，中期インド・

アリアン諸語の知識を有する審査員からLLCに

掲載するだけの価値があるとの論評があり，掲

載が許可されることになった［ 2 J.第二の論

文では第一の論文でまだ議論されていなかった

韻律の残りの部分を議論し，それらを使って得

られる解析結果を援用して，言語学的にどのよ

うな新しい知見が得られるかについて，詳しい

議論を展開している．

韻律の研究には，まず最初に半詩偏（下図

参照）ごとの韻律図式（音節パターン）を計算

しなければならない．

戸ri岨hiii)al]lpavibhatti kii岨ve阻mpaveiy晶／ ← 第 l半詩偏

tal]l bhe udiiharis品miiiQupuvvil]l SUQeha me / 1 / ← 第2半詩偏

I digil]lchiiparigae dehe阻va品i凶ikkhuthiimaval]l / 
阻 chindena chind駒 田 napae na pay孟vae/21

つまり長母音（‘一’）と短母音（‘U’）配列を求め

なければならない．これは次の韻律規則に基づ

きなされる.(a）全長音は，いつも長母音とし

て読まれる.(b）短母音の後に 2つの子音を伴

う場合は長母音として読まれる.(c）特殊文字

‘m’を後に伴う短母音はいつも長母音として読

まれる.(d）上の（b）と（c）の条件以外の短

母音は常に短母音として読まれる．なお，上記

の（b）と（c）の計算において，語葉間の空白

を無視することを注意しておく．次に，韻律表

示に必要な音節数とモーラ数について説明して

おく．音節数は長母音と短母音の総数を表わ

し，モーラ数とは短母音を 1とし長母音を 2と

数えた時の総数を示す．

表3に示すような中期インド・アリアン諸

語の韻律（ 3 大韻律， Ak~aracchandas,

Matrachandas, Gal)acchandas ）に基づき解析を

行った．表3a に示されたAk~aracchandasは，音

節数によって分類される.Slokaは半詩偏に 16

音節を含み， T向！U凶とJagati はパーダ（詩脚

=1/2半詩偶）にそれぞれ11, 12音節を含む韻

律である．表3bの上部に示されたM孟trachandas

は，パーダに含まれるモーラ数によって規定さ

れる．半詩備のモーラ数に換算して， 28～ 30

のものを Vaitaliya,3 O ～ 3 4のものを

Aupacchandasakaと呼ぶ．表3bの下部に示され
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たGa~acchandasは，半詩備中のモーラ数によっ

て規定され，その典型的な韻律， Aryaのモーラ

数は， 26,27, 29, 30である．これらの韻律は

すべて，図に示されるような特有な韻律図式

（スキーム）を持っている．

我々は，韻律解析プログラムを使って各詩

備の韻律パターンを求め，表3のスキームと比

較し各詩備の韻律種類を決定した．韻律割り当

てが， lつだけでなく複数個が可能な場合に

は，それらをすべて表示し，正しい韻律選択は

言語学の専門家が決定するようにしている（こ

の表示法を AlternativeRepresentationと呼ぶ）．

標準的な韻律スキームで分類できない詩備に

は，このAlternativeRepresentationによる表示が

現れることになる．この表示が現れる箇所が問

餓律名

s101<a 

Modi日ed

s101<a 

Tristubh 

表3a

韻 律 図 式

""""lu-"l""""lv-wl 
"-v-1υvv"'""""Iυ－V"' 
Mυー」uvu"l""""Iυ，v"I
"-v-1-vu"l""""Iυ－V"' 
" u I , "'""""I" ""I 

接頭辞を考慮に入れて、 l7音節
をl6音節に変換 （韻律図式は
シュローカと同じ）

連続する 2短音を l長音に変換
（餓律図式はシュローカと同じ｝

下記の3グループの総ての組み合わせ
Opening （υ－U - , - V - 0 - V -V，ーー ｝， 
B同 ak(uu, v , uu , vvv，υu，，ー『＂）
Cadence(-"-"・ u＿ー）

下記の3グループの総ての組み合わせ

音節数又は
そーラ数

半詩備の音節数
= l 6 

半詩備の音節数
= l 7 

パ－；／＂の音 節数
= l l 

Jagati I 0peni時十、円ーu vvv戸 J 可 vvu), ｜パーダの音節数
Break （－＂＂•－＂「 vu_, vυ＂l I =I 2 
Cadence ｛ーυ－V - , VV- V -,- V－υv; vυ＿vu) I 

半詩備で両韻律的4倒のパ－Y組み合わせカ句能 ｜半詩備の音節数
I = 2 2～2 5 

削吋凶edSlokaと同じ修正を受けたものが主記半詩備の睡携に含まれている。）

表3b

韻律名 韻律図式
音節数又は

モラ 数

(Odd piida) (Even piida) パーダのモーラ数

Vaitil旬a 山1-uu-lu-uuUw-1ー山ーlu-uul =13～1 6 

Aupacchanda- 出 1-uu-lu-uuul山ー｜ーυυーlu-uuul = 1 4～1 8 

坦ka

半詩備で両韻律の4個のパーダ組み合わせ古河I能
半詩備のモーラ数

=26～3 4 

韻律名 韻律図式
音節数又は

モーラ数

山lu~I叫｜凶｜山lul山 I u 11 
Al)' ii 山lu~古川｜ぽ~I山｜ υ ｜山｜ ｜｜ 

半詩備のモーラ数

叫l~lwwll~I山｜叩｜山I ull 
=26, 27. 
2 9. 3 0 

山｜ど包｜叫11~1山｜叩｜叫 1 -11

山 lu-::1叫 iu，ー｜叫｜叫υ｜叫ト｜｜

0山叫山｜山川叶：~l~HM-u_u u , -U = 2 8～3 1 

叫 I~vi 叫卜，－Ul""- 1叫uiwwlu

題となる詩備であるので，この韻律結果を活用

して言語学者は研究をより効率的に推進できる

であろう．

このように開発されたツールを使って得ら

れた韻律解析結果をコンピュータブックに収録

し，韻律関係に深い知識を有するヨーロッパの

研究者及ぴ現存するジャイナ教徒のアルダ・マ

ガダ語の専門家等に配布したが，好評である．

(3）詩脚と語葉の索引：

我々は，詩脚の正順索引・逆順索引と語葉の正

順索引・逆順索引の作成プログラムを自作し，

このプログラムと作成した電子化テキストを使

用して索引を求めた．この4～5年の聞に十数

冊の本を出版している（詩脚の逆順索引につい

ては図3参照．参考文献参照）．ジャイナ教聖

典については，そのデータをコンビュータブッ

クに収録している．前に述べたように，これら

の基礎データは当該研究にとって重要な役割を

果たす．つまり，語嚢の正順索引は翻訳に当

たっての手助けとなり，語棄の逆順索引は文法

構造解析に必要で，パーダ（詩脚）の正順また

は逆順索引はテキストの正しい読みの確立と並

行詩脚を見いだすのに重要である．日本からこ

のような基礎的で重要な研究資料が相当量公開

されることに，圏内はもちろん，海外の研究者

からは驚きの目で見られるととも非常に好評で

ある．

atha marp bha9ati tato idh 430a 
pabbajj孟dukkariiputtaka 463d 

nihato tvam asi antaka 59d 62d 142d 188d 
patina khu jjakena c~ l 95d 203d 235d 
annena ca piinena ca 11 d 

annena p忌nenaca 429a 430c T3・409a
sobhaggena yasena ca 409a T4-429a T4・430c
kiiyena ca viiciiya ca 409a 

k孟yenaviic孟yaca 72b 
k句iiyaca khaiijiiya ca T3-452c T4・452c
m孟evarpputta avaca 452c 
ehi bhadde ti avaca 438c T4-438c 
j孟tiy孟mara9assaca 41 Sa 
sassiiy孟sasurassaca l09c 

鎗 ssuyiisassurassa ca T3・l09c
kisii pandu vivaimii ca l 65b 

図3_ 詩脚の逆順索引． 右側の数字等は詩脚番号

等を示している．

4.初期仏教聖典の索引
これまで 『ダンマパタ，J, rヴィ ナヤJ,rテ・ィー
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ガ・ニカーヤj等を含め，初期仏教文献の重要な原

典テキストはパーリ文献協会 （PTS，オックスフォー

ド）より計画的に発行され，研究者に多大の便宜を

供してきた．しかしながら，これらの原典テキスト

には，語葉索引が殆ど付されていないのが現実で

あった．この作成に当たっては，パーリ語に関する

深い知識とそれに基づく処理プログラム作成能力の

両方が必要であったが，これまでこの2つを同時に

満たす研究組織がなかったので，これまで索引が作

成されなかったのが実状であった．我々は，言語学

の研究者（ケンブリッジ大学のノーマン教授とコー

ン博士及び山崎）と情報科学の専門家（逢坂・宮尾）

との密接な共同研究（図1参照）により短期間で膨

大な索引を完成させている．

これら索引作成に当たって， Iダンマパダjは

ノーマン教授の作成による電子化テキストを使用し

ている.rヴイナヤjとIディーガ・ニカーヤjにつ

いては，タイのダンマカヤファウンデーションで作

成したものを， PTS（ノーマン教授）経由で提供され，

使用している．後者のテキストは，原典となったPTS

版テキストの誤植・エラー・多数のタイプミス等を

含んでいるので，可能な限りそれらすべてを訂正し

ている．計算機による索引作成をし，それに基づき

言語学者がチェックする，という操作を数回繰り返

して，正確な索引を完成している（参考文献参照）．

この結果として，正確な電子化テキストを作成でき

た．このように，現代の最高水準の言語学研究に基

づき，テキストチェックを実行している．

我々 は上記の手順で，Iダンマパダjの4つの索

引を求め， 1995年に出版した．この索引は好評で，

地味なデータブックにもかわらず，既に増刷されて

いる．『ヴィナヤJ,rデイーガ・ニカーヤjについて

もすでに語棄の正順索引をPTSより出版している．

fジャータカjについては，その索引を作成中であ

る．これらの研究の成果の1っとして，山崎は” PTS

版テキストの限界－ rデイーガ・ニカーヤjを中心

に一”［3］の論文でPTS版の欠陥・種々の問題等に

ついて議論している．これは， PTSで出版している

テキストには何らエラーがなく信頼できるという，

誤った認識を打破する貴重な論文である．この論文

の概要を，我々のウェブサイトに掲載している．

パーリ語文献に比べて，より難解なアルダ・マガダ

語文献には，より一層精密で慎重な研究が要求され

る．

我々は，上記の手順を踏んで極めて正確に作成

された電子化テキストを基に， 『ヴイ ナヤjと

fテ・ィーガ・ニカーヤjの語棄の逆順索引を作成し，

ウェブサイトに掲載した．当初，マッキントッシュ

用の索引だけを掲載していたが，フランスの研究者

からの要望により，この索引をウインドウズPCでも

使用できるように拡張した．この過程で，ウインド

ウズPC用のフォントを作成した．この索引のダウン

ロード状況から判断して，囲内の研究者もよく使用

しているようである．又，イギリスのL.S.Cousins 

教授から，すでに作成済みの rMahaaniddesaJの電

子化テキストを基に，我々のツールを使用して，語

葉の逆順索引を作成してはどうだろうか，との申し

込みがあった．今後，この提案に基づき，当該テキ

ストの索引を作成し，ウェブサイトに掲載する予定

である．なお， fヴイナヤj等の語葉の正順索引は，

著作権の問題があるのでウェブサイトへの掲載を見

合わせている．

5 .ウインドウズ版特殊フォント

Pali96用簡易エデ、イター

第l節で述べたように，近年，インド学・仏教

学等においてもインターネットによる情報発信・情

報公開・情報交換が目覚ましい進展を遂げている．

多数のウェブサイトには，パーリ聖典等の多数の電

子化テキストや，これらのテキストを読むために必

要なフォント等を含めて，多種多様な情報が含まれ

いる．

ところで，これらの情報を活用しようとすると

問題点に遭遇する．例えば，特殊フォント（表2参

照）で書かれたテキストをダウンロードし，ウイン

ドーズPC上で， MSワード等を使って聞くと，いわゆ

る文字化けを起し，正確に読むことができない（図

[Digha Nik車圭a]

[This file 1s generated from the ・sri Lanka 
Buddha Jay anti Tripitaka Series' published 

under the patronage of the Sn  Lanka 
Government. This file has been proof read once 

Brahm a』畦asuttaオ

1. Evaオ mesutaオekaオ samayaオbhagav・antar• 
ca r辛藍agahaオ antar• ca n畦主andaオ
addh系 amaggapa川 pannohoti mahat• bhikkhusa 

コ

ujuvipaccanエkav慾・ viharant1

1 Anubandh0, m a  cha sa:t. 

図 4. 文字化けしたテキスト
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4参照）．これは，アスキーコードで128～255番の

領域（所謂，拡張アスキーコード）上で定義された

特殊なフォントを使用する場合に，現われる特有な

現象である．この現象は，拡張アスキーコード上で

定義された特殊フォントを， 2バイトコードのフォ

ントの取扱を標準にする日本語ワードプロセッサー

で表示する場合，その機能にパグがあることに起因

する，と考えられる．又，現在のところ，簡便なキー

ボード入力法もない．

一方， KH一方式は 127番目までの通常のアス

キーコード上で展開された英字フォントの特殊な組

み合わせで「a」等の特殊フォントを表現している．

通常の英字フォントのみを使ってテキストを表わし

ているような場合，文字化け問題は出現しない．然

し， KH一方式よりは，印刷されたものと画面上の表

示が一致する，所謂WYSIWYG(=What you see is 

what you get.）形式で表現されたテキストは分かりや

すいので，言語学的な研究の能率も向上し，又，語

棄の索引作成等にも適している，という多くの利点

がある．さらに，国内外でlバイトの特殊フォント

を基に作成された貴重な基礎資料を有効に活用する

という観点から判断して，文字化けすることなくテ

キストの入出力を正確に実行できるエディターを開

発することは，当該研究の進展に多大な寄与をする

ことになろう．

よく使われる lバイトの特殊フォントとしては

ノーミンフォント及び我々 のPali96フォント等があ

る．これらのフォントには，ウインドウズPC用の

True Typeフォントが共に用意されている．

文字化け現象は以下のようにして解消した．

フォント自体が1バイトコードで作成されているの

で，半角英数にモードを切り替え，その後フォント

をノーマン等にして，ファイルの読み込みを実行し

た．しかしながら，文字化け現象をどうしても解消

できなかった．一方，電子化テキストを入力テキス

トとして，我々の作成した語藁索引プログラムを実

行し，出力結果の語葉の表示を見ると，「iiJ等の特

殊文字群を正確に表示することができず，フォント

割り当てができないことを示す「？Jの表示がなさ

れていた．

以上のことから，ウインドーズPCでは，拡張ア

スキーコード領域内で定義された特殊フォントが，

正常にインストールされていない可能性がある，と

考えられる．しかし，ウインドーズPCのプログラム

項目のAccessaryにあるキーコード表をクリックし

たとろ，フォントが正しくインストールされている

ことが分かつた．つまり，フォント自体には何らの

異常もなかった．

次に，プログラムソフトDelphiに標準装備しで

あるテキストエディタで作成したテキストファイル

を使用して，語葉索引プログラムを実行させたとこ

ろ，「iiJ等の特殊文字を含む単語を正確に出力でき

た．プログラムソフトDelphiはテキスト処理をする

ときには，当然、のことながら拡張アスキーコードを

扱うことになるので，それらのフォント管理情報を

正確に処理しており，正常な表示が得られたと考え

られる．

このことから判断して， MSWord, Word Pad等

のワープロソフトには，日本語における半角カナが

割り当てられている拡張アスキーコード領域で定義

l/'11, l川 1・ J 仏，いJけ ＇－－•..：.• I パ， .i 周回隠｜
Fil• Edit s..,.,,rch Help 

口 r;;;j;. 回 4量 的混鋤陶 磁；IP.ali96 こ J~ 111 二ゴ
1.,a,.：：：.ご二二下二二二二ーi串 I I・ -1- ."j. ."."j. -1- ・・ I I・ ・I・ I 1):ロ

!"Ci.1品－ーγ…・1・・・・・・e:副：.....，一 一ー…f""M"c;d"i華同a f一一一………一…｛……一一……………… 一一一一一…一一一一.......；ゑ

図5. 簡易エディターEDISAN. 
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されているフォント表示の管理に，パグがあると結

論づけられる．

それ故，プログラムソフトDelphiを使って電子

化テキストを処理することにより，拡張アスキー

コード上で定義されたフォントを，正確に表示でき

る可能性があると考えられる．拡張アスキーコード

上で定義されたフォントを使って作成されたテキス

トデータを，クリップボード経由でDelphiのテキス

トエデイツタにコピーすると，正しい拡張アスキー

コードの管理情報が保持され，正確な表示ができる

ことが分かつた．これれのことをベースにして，特

殊フォントを使った場合でも正確なテキスト表示の

処理をするエディター EDISANをDelphiで作成し

た．ウインドーズPCの場合，マッキントッシュと

違って，これらのフォントの簡便なキーボード入力

法がなかったので，その入力法をも開発し，エディ

ターに付加しである（表2参照）．

図5にエディターの構成画面を示している．通

常のワープロソフトの画面とほぼおなじであり，使

用方法も殆ど同じである．このエディターも我々の

ウェブサイトに掲載しである．

6.討論

解析ツールのうち韻律解析についてはまだ不充

分な点があり，改良の余地がある．また，仏教文献

のSuttanipataとジャイナ教文献のλyarangaについ

ては，計算機解析の点からみて，議論すべき点がま

だ残されている．ここでは以上のことについて順に

議論する．

韻律解析について．

(1）詩偶のパッチワーク：

我々の解析ツールでは，音節数が19～21の半詩備

の場合そのモーラ数が，半詩備のモーラ数で規定さ

れる韻律λrya等に合致しない場合には，表3のどの

韻律にも分類できずに， Examineという表示が出力

される．しかし，これらの音節数の場合は，パーダ

の音節数が8のSloka, 11 の T市~bh, 12のJagatiの

適当な組み合わせと， ModifiedSloka等で考慮した2

短音を l長音に変換する処理を併せて考慮すること

により，解析できる可能性がある．中期インド・ア

リアン聖典の韻律では，いわゆるパッチワーク的な

組み合わせが現れることから判断して，上記の組み

合わせを検証する価値がある．これまでのプログラ

ム処理では半詩備の処理を基本にしていたが，これ

らの音節数の詩備に対してはパーダを基本構造にす

ることにより，解析できると予想している．

又，モーラ数（及び韻律スキーム）によりパー

ダが規定される VaitaliyaとAupacchandasakaについ

ても，同様にパッチワーク的韻律解析処理を考慮す

る必要がある．

(2）不完全な詩の解析：

仏教文献の Suttanipataとジャイナ教文献の

λy孟rangaには半詩偏構成が不完全なもの，パー

ダが欠落したもの，等がみられる．これらの不

完全な詩備の処理は現在のプログラムでは不可

能であるが， (1）の詩備のパッチワーク処理を考慮

することにより，解析できる部分があるのではと予

想している．さらに，これら 2冊の文献には定型的

な韻律で解析できないものが多くあるが，これらも

パッチワーク処理を考慮したプログラムにより相当

数解析できる可能性がある．

(3）従来の解析プログラムとの比較：

他の韻律解析プログラムは，殆どサンスクリ ット語

をベースにしている．今まだ述べてきたように，中

期インド・アリアン聖典の韻律を理解するのはサン

スクリット語の知見だけでは不十分である．つまり，

Modified Sloka等で考慮した2短音を 1長音に変換す

る処理とか，（1）で、述べた詩備のパッチワーク的処理

等を考慮する必要がある．より正確に言うと，（1）の

詩備のパッチワーク的処理は古典インド叙事詩の解

析でも考慮する必要がある．中谷氏は，マハパーラ

タ［4］の韻律解析を実行し， M孟trachandasをピッ

クアップしている．しかしながら，パッチワーク処

理を考慮していないようで，簡単なチェックによる

と，例えば，詩節番号12.187.59, 60の詩偶をリス

トアップしていないことが分かる［5］.この詩備

は，パッチワークで構成された詩情で， Vaitaliyaの

偶数パーダの韻律スキームが奇数パーダに現れてき

ている．我々のプログラムでは，まだこの処理を取

り込んでいないが， AlternativeRepresentationの

表示をするので，要注意の韻律であることを容易に

判断できる．なお定型的なVaitiiliyaの韻律は，我々

のプログラムでも当然判定できる．このほか，我々

の処理では2短音を l長音に変換する処理を考慮し

ていることから，より適用範囲の広い解析プログラ

ムといえよう．
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次に，仏教文献のSut加 ipぬのテキストで，上

記の（2）で指摘したこと以外の問題点を指摘しておく．

ドイツの著名な専門家ボレーがこのテキストの詩脚

の順列索引を出版している（The piidas of the 

Suttanipiita, Studien zur Indologie und Iranistik, 

Monographie 7 (Reinbek 1980））.ボレーは通常，散文

と考えられている箇所を詩脚索引にリストアップし

ている（例えばp.46 tassa vagas鎚 uddiinamp. 71, l.2, 

等を参照）．又，詩脚の欠けているもの， 2つまたは

3つの詩脚がまとまってしまい分離できない部分も

ある．これまで既にこのテキストの全詩形が確定し

ている，と思われている向きもあるが，これまで議

論してきたことから判断して，明らかにこのテキス

トの韻文のすべてが特定できているとはえないであ

ろう．詩脚の順列索引のみが出版されていること，

一部の詩脚が索引から落ちていること等から，数冊

の批判的校訂本からの詩脚のデータを含めて，

Suttanipiitaの正順索引と逆頼索引を我々の開発した

ツールを使って求め，出版する準備をしている．
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注
[ 1 ] John Smith’S Cambridge archive (Wujastykのウェブサイ

ト（http//www.uclac.uk/四 ucgadkw/indology）にリンクさ

れたサイト）等を参照．

[ 2］この事例は，中期インド・アリアン諸請の聖典に関す

る研究論文の審査には，サンスクリット語だけでな

く当該言語に関する正確な知識を有する研究者によ

る慎重な評価が要求される，ことを端的に示してい

る．

[ 3］山崎， PTS版テキストの限界一fディーガ・ニカーヤj

を中心に一，「仏教研究j第 27号（平成 10年3月）

p.137. 

[4] [l］のウェプサイトからもデータをダウンロードで

きる.JohnSmith’S Cambridge archiveにはKyotofileの

edited version；が掲載されている．言語の計算機解析に

は，極力正確な電子化テキストを使用することが重

要であるので，このことを付記しておく．

[5］中谷英明，インド古典二大叙事詩の麓律，文部省科学

研究費補助金・重点領域研究「人文科学とコンピュー

タJ1995年度研究成果報告書， p.213. 本報告所に

記載の徳永氏の論文を参照のこと．
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